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	北京市に遺伝子治療や遺伝子工学の研究開発を目的とした

新会社を設立


タカラバイオ株式会社（社長：加藤郁之進）は、中国における細胞・遺伝子治療の研究開発と当社製品の販売を目的とした新会社「宝日医生物技術(北京)有限公司 (Takara Biomedical Technology (Beijing) Co., Ltd.)」を、中国北京市昌平区の中関村生命科学園内に設立すべく手続を進めてまいりましたが、本年1月20日付けで設立登記が完了しました。新会社は、当社の100％子会社で、資本金は３億５千万円で、董事長（会長）には加藤郁之進が、董事 総経理（社長）には北京市出身の宗 康拉(Zong Kang la) 博士が就任します。宗博士はニューヨーク州立大学で博士号取得後、米国国立衛生研究所でがんの養子免疫療法の創始者であるローゼンバーグ博士の下で研鑽後、カリフォルニア大学でがんの免疫治療の研究を続けてきました。また、副総経理（副社長）の一人である曹 春渝(Cao Chun yu)博士は中国における医師免許を持ち、この数年間は当社のバイオ研究所で遺伝子治療の研究に従事してきました。

この新会社の設立目的は、当社の中国における遺伝子治療および細胞医療の事業化であり、遺伝子治療としては、①白血病などの造血器腫瘍を対象とした遺伝子治療、②エイズを対象とした遺伝子治療、③非小細胞肺ガンなどの固形腫瘍を対象とした遺伝子治療の中国での臨床開発を推進し、商業化を目指します。また、細胞医療としては、活性化リンパ球療法を中心としたがん免疫療法も展開していく予定です。また、新会社では、バイオ研究用試薬および理化学機器の製造販売、バイオ研究の受託サービスも行います。

中関村生命科学園は、バイオテクノロジー及びバイオ医療に特化した科学技術園（サイエンスパーク）であり、北京首都国際空港まで車で約４５分と交通の便もよく、生命科学研究所やバイオチップの研究センターが入居を予定しています。中関村生命科学園は現在開発中で2005年に第１期工事が終了見込みで、2008年には第2期工事が終了し、大型の病院が入居する予定です。また近隣には、清華大学、北京大学、中国科学院等の一流の研究機関が密集しています。このような地の利をいかし、新会社で遺伝子治療や細胞医療の臨床開発や事業展開を進めます。

当社は、1993年に宝生物工程(大連)有限公司をバイオ研究用試薬の製造拠点として遼寧省大連市に設立しましたが、現在では従業員が320名を超え、日本への輸出だけでなく、中国国内へのバイオ関連試薬の販売にも積極的に取り組んでいます。今回、上海と並ぶ中国の２大市場の１つである北京に販売拠点を置くことにより、中国バイオ試薬市場への販売拡大をさらに推進し、中国においてもバイオ研究用試薬のトップメーカーを目指します。

＜設立会社の概要＞

会社名：
宝日医生物技術(北京)有限公司
所在地：
北京市昌平区回龍観中関村生命科学園

資本金：
３億５千万円（※当社100％出資）

経営範囲：
バイオ医薬の研究開発


バイオ研究用試薬、理化学機器の製造・販売


バイオ研究受託サービス

役員構成：
董事長　加藤 郁之進（タカラバイオ（株）代表取締役社長）


副董事長　仲尾 功一（タカラバイオ（株）常務取締役）


董事　日野 文嗣（タカラバイオ（株）常務執行役員）


董事　竹迫 一任（タカラバイオ（株）執行役員）


董事　喜多 昭彦（タカラバイオ（株）バイオインダストリー部部長、宝生物工程(大連)有限公司　総経理）


董事　宗 康拉（宝日医生物技術(北京)有限公司　総経理）


董事　曹 春渝（タカラバイオ（株）主任研究員）

設立時期：
２００４年１月２０日

当資料取り扱い上の注意点
資料中の当社の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは現時点において入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づくものですが、重大なリスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなされたものであります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社の既存製品および新製品の販売力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急速な技術革新、重大な訴訟における不利な判決等がありますが、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。
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この資料は、２月３日に京都経済記者クラブに配布しています。
	この件に関するお問い合わせ先
タカラバイオ株式会社
バイオインダストリー部
Tel 077-543-7235


＜参考資料＞

【語句説明】

養子免疫療法
ヒトリンパ球をインターロイキン2やインターロイキン4等の存在下で培養し、がん細胞に対して非特異的な細胞障害活性を示すキラー細胞を誘導します。この細胞を患者の体内に戻してがん治療を行う治療法です。米国国立衛生研究所のローゼンバーグ博士らが開発しました。
造血器腫瘍
白血病、悪性リンパ腫、多発性骨髄腫などの総称です。
固形腫瘍

白血病以外の多くの腫瘍のように、特定の組織臓器に腫瘍塊として存在しているがんの総称です。

活性化リンパ球療法
患者の血液から取り出した白血球の中のTリンパ球を、リンパ球増殖因子であるインターロイキン-2やTリンパ球を刺激する抗CD3抗体により体外で刺激し、増殖させる方法が最も一般的に行われています。Tリンパ球として、腫瘍部位から分離されるリンパ球を使用したり、刺激として自己腫瘍細胞やがんやウイルス由来のタンパク質抗原を使用する場合もあります。
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